
                     

一
つ
で
も
多
く
勝
ち
た
い

                     

次
号
は
１０
月
２２
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

西
城
ま
つ
り
に
家
族
連
れ
ら
５００
人

防
犯
や
防
災
へ
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

地
域
の
安
全
安
心
活
動
に
〝若
い
力
〟を

学
生
と
住
民
が
防
犯
ス
ク
ー
ル
で
交
流

リ
サ
イ
く
ん
も
エ
コ
呼
び
掛
け

環
境
デ
ー
な
ご
や
が
大
盛
況

ス
テ
ー
ジ
な
ど
催
し
に
笑
顔
、笑
顔

家族連れら５万５千人が大集合

市
博
物
館
「禅
の
心
と
か
た
ち

曹
洞
宗
大
本
山

總
持
寺
の
至
宝
」展

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

会
場
い
っ
ぱ
い
に
多
彩
な
コ
ー
ナ
ー
や
ブ
ー
ス
が
並
ん
だ

　
【
ア
ル
フ
ァ
】
サ
フ
ァ
イ

ア
リ
ー
グ
出
場

　
一
九
九
五
（
平
成
七
）

年
、
守
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ

レ
ー
の
有
志
ら
で
結
成
。
現

在
の
メ
ン
バ
ー
は
同
学
区
と

周
辺
の
在
住
者
を
中
心
に
、

四
十
―
六
十
代
の
九
人
。

　
チ
ー
ム
の
良
い
点
を
「
助

け
合
い
…
か
な
」
と
監
督
の

鹿
内
美
穂
さ
ん
�
�
。
代
表

者
の
土
田
緑
子
さ
ん
�
�
は

「
み
ん
な
仕
事
を
持
っ
て
い

る
の
で
そ
ろ
わ
な
い
こ
と
も

多
く
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
『
臨

機
応
変
の
力
』
で
カ
バ
ー
す

る
」
と
に
っ
こ
り
。

　
練
習
は
火
曜
と
土
曜
、
月

に
四
、
五
回
ほ
ど
。
守
山
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
励

ん
で
い
る
ほ
か
、
打
ち
上
げ

会
や
忘
年
会
で
の
メ
ン
バ
ー

交
流
も
図
っ
て
い
る
。

　
中
日
テ
ィ
ア
ラ
レ
ク
バ
レ

ー
大
会
へ
の
意

気
込
み
を
、
鹿

内
さ
ん
は
「
一

つ
で
も
多
く
勝

ち
た
い
。
普
段

は
対
戦
で
き
な

い
チ
ー
ム
と
試

合
が
で
き
る
の

で
楽
し
み
」
と

笑
顔
で
話
し
て

い
た
。

　
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
は
、
来
年
一
月
五
日

号
の
紙
面
を
飾
る
恒
例
の
「
子
ど
も
の
絵
」
を

募
集
し
ま
す
。
カ
ラ
ー
で
の
掲
載
と
な
り
ま
す

の
で
、
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
〝
明
る
く
楽
し

い
〟
絵
を
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
対
象
は
守
山
区
在
住
の
幼
稚
・
保
育
園
児
、

小
学
生
、
中
学
生
。
四
つ
切
り
画
用
紙
に
水

彩
、
油
彩
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
で
描
い
た
も
の

と
、
別
紙
に
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
学
校
（
幼

稚
園
・
保
育
園
）
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
お
近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店
、
ま
た

は
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
＝
松
坂
町
三
五
二

（
中
日
総
合
サ
ー
ビ
ス
守
山
営
業
所
）
＝
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
締
め
切
り
は
十
月
三
十
一
日
（
月
）
。
※
作

品
は
巻
い
た
り
、
折
り
目
を
つ
け
な
い
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
応
募
多
数
の
場
合
は
本
紙
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

選
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
採
用
分
に
は
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
守

山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
＝
☎
（
７
５
８
）
０
３
５

１
＝
へ
。

特
殊
詐
欺
に
遭
わ
な
い
で
…
講
話

に
多
く
の
人
が
耳
を
傾
け
て
い
た

ナ
ン
バ
ー
盗
難
防
止
ね
じ
の
交

換
作
業
に
学
生
ら
は
興
味
津
々

名
古
屋
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
リ
サ

イ
く
ん
」
と
記
念
写
真
を
撮
る
親
子

不倒達磨図屏風
鈴木松年筆 總持寺蔵

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
た

中
日
新
聞
守
山
販
売
店
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
た
く
さ

ん
の
人
が
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
川
柳
」
づ
く
り
に
挑
戦

区
内
福
祉
施
設
な
ど
に
よ

る
模
擬
店
は
大
に
ぎ
わ
い

ど
こ
ま
で
転
が
る
か
な
…
い
ろ
い

ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
体
験
が
催
さ
れ
た

〝
か
っ
こ
い
い
で
し
ょ
〟
多
く

の
家
族
連
れ
が
記
念
撮
影
を

起震車も登場し、家
族連れが次々と体験

　
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協

働
の
下
、
よ
り
良
い
環
境
づ
く

り
へ
向
け
た
具
体
的
な
行
動
の

き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
す
る

「
環
境
デ
ー
な
ご
や
２
０
１

６
」
が
先
月
十
七
日
、
栄
の
久

屋
大
通
公
園
で
開
か
れ
た
。

　
十
七
回
目
の
こ
と
し
は
〝
一

人
ひ
と
り
の
Ｅ
Ｃ
Ｏ
が
未
来
を

変
え
る
〟
が
テ
ー
マ
。
生
活
の

中
で
で
き
る
エ
コ
を
提
案
す
る

「
エ
コ
ラ
イ
フ
ひ
ろ
ば
」
を
は

じ
め
四
つ
の
会
場
が
設
け
ら

れ
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
百
五
十
五
団

体
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

　
企
業
や
団
体
が
環
境
へ
の
取

り
組
み
や
製
品
を
紹
介
し
た
ほ

か
、
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
に
よ
る

う
ち
わ
作
り
と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
市
の
温
暖
化
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
緑
の
カ
ー
テ

ン
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
投
票
結
果

発
表
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　
中
日
新
聞
社
と
中
日
新
聞
販

売
店
で
つ
く
る
名
古
屋
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
協
議
会
の
ブ
ー
ス
に

は
、
同
協
議
会
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
リ
サ
イ
く

ん
」
が
登
場
。
家
族
の
記
念
撮

影
に
応
え
た
り
、
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
っ
て
楽
し
ま
せ
た
。

　
ま
た
、
名
古
屋
で
の
古
紙
リ

サ
イ
ク
ル
の
歩
み
や
、
そ
の
仕

組
み
な
ど
を
パ
ネ
ル
で
展
示
。

「
リ
サ
イ
く
ん
」
の
イ
ラ
ス
ト

が
印
刷
さ
れ
た
エ
コ
バ
ッ
グ
も

来
場
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

　
地
域
の
絆
を
大
切
に
―
。
西

城
学
区
の
ま
つ
り
が
先
月
十
一

日
、
大
牧
町
の
西
城
会
館
と
桃

の
里
保
育
園
を
会
場
に
し
て
開

か
れ
、
家
族
連
れ
ら
約
五
百
人

で
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
同
学
区
連
絡
協
議
会
が
、
防

犯
や
防
災
に
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
進
め
よ
う

と
毎
年
こ
の
時
期
開
催
。
五
回

目
の
こ
と
し
は
〝
地
域
で
つ
く

ろ
う
　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
〟

を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

　
無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
は
消

防
や
警
察
、
区
役
所
と
い
っ
た

関
係
機
関
が
集
合
。
「
避
難
場

所
は
ど
こ
」
「
非
常
持
ち
出
し

袋
の
中
身
は
」
な
ど
職
員
と
話

を
し
な
が
ら
、
う
な
ず
く
光
景

が
多
く
見
ら
れ
た
。

　
特
殊
詐
欺
防
止
の
講
座
も
催

さ
れ
、
署
員
が
種
類
や
発
生
件

数
を
説
明
し
た
ほ
か
「
『
還
付

金
が
あ
る
』
や
『
携
帯
電
話
が

変
わ
っ
た
』
と
い
う
言
葉
に
注

意
」
と
呼
び
掛
け
。
ま
た
会
場

い
っ
ぱ
い
に
フ
リ
マ
や
模
擬

店
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
ほ
か
ブ
ー

ス
が
並
び
、
呼
び
込
み
を
す
る

元
気
な
声
が
響
い
て
い
た
。

　
同
学
区
連
絡
協
議
会
の
鬼
頭

勇
会
長
は
「
地
域
の
付
き
合
い

な
ど
、
絆
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
。
（
こ
の
祭
り
が
）
い
ざ
と

い
う
と
き
に
協
力
し
合
え
る
よ

う
、
土
台
づ
く
り
に
な
れ
ば
」

と
話
し
て
い
た
。

　
「
禅
の
心
と
か
た
ち
　
曹
洞

宗
大
本
山
　
總
持
寺
の
至
宝
」

展
（
中
日
新
聞
社
な
ど
主
催
）

が
十
五
日
（
土
）
か
ら
十
一
月

二
十
七
日
（
日
）
ま
で
、
名
古

屋
市
博
物
館
＝
瑞
穂
区
瑞
穂
通

一
＝
で
開
催
さ
れ
る
。

　
總
持
寺
は
、
永
平
寺
と
と
も

に
曹
洞
宗
（
禅
宗
）
の
二
大
本

山
の
一
つ
。
瑩
山
紹
瑾
（
一
二

六
四
―
一
三
二
五
）
が
一
三
二

一
（
元
亨
元
）
年
、
能
登
国
の

諸
岳
寺
観
音
堂
を
禅
の
道
場
に

改
め
た
こ
と
で
始
ま
っ
た
。

　
瑩
山
紹
瑾
の
門
流
に
よ
っ
て

曹
洞
宗
の
禅
は
全
国
に
広
が

り
、
總
持
寺
は
そ
の
中
核
寺
院

と
し
て
発
展
。
一
八
九
八
（
明

治
三
十
一
）
年
の
火
災
を
き
っ

か
け
に
、
一
九
一
一
（
同
四
十

四
）
年
に
は
神
奈
川
県
横
浜
市

へ
移
転
再
建
さ
れ
た
。

　
同
展
で
は
、
總
持
寺
所
蔵
の

宝
物
は
じ
め
七
十
点
を
通
じ
て

曹
洞
宗
の
禅
を
紹
介
す
る
。
午

前
九
時
半
―
午
後
五
時
（
入
場

は
午
後
四
時
半
ま
で
）
。
毎
週

月
曜
・
第
四
火
曜
休
館
。

　
前
売
り
券
は
一
般
八
百
円

（
当
日
千
円
）
、
高
大
生
四
百

円
（
同
六
百
円
）
、
小
中
生
百

円
（
同
三
百
円
）
。
中
日
新
聞

販
売
店
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
な
ど

で
取
り
扱
い
。
問
い
合
わ
せ
は

名
古
屋
市
博
物
館
＝
☎
（
８
５

３
）
２
６
５
５
＝
へ
。

◇
　
　
　
　
◇

　
同
展
の
招
待
券
を
本
紙
読
者

五
組
十
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
禅
の
心
と
か

た
ち
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
十
二
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
発

表
に
代
え
ま
す
。

　
恒
例
の
「
元
気
ま
つ
り
守
山
」
（
区
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
先
月
二
十
五
日
、

三
菱
電
機
グ
ラ
ウ
ン
ド
＝
小
幡
中
二
＝
で
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
ら
約
五
万
五
千
人
が
来
場

し
た
。
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
ま
つ
り
の
盛
り
上
が
り
と
と
も
に
気
温
も
上
昇
。
吹
奏
楽
演
奏

や
ダ
ン
ス
と
い
っ
た
ス
テ
ー
ジ
、
模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
催
し
を
楽
し
む
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
大
学
生
向
け
防
犯
ス
ク
ー
ル

が
先
月
十
二
日
、
大
森
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
＝
大
森
四
＝

で
開
か
れ
、
参
加
し
た
学
生
や

住
民
ら
約
五
十
人
が
交
流
を
図

り
な
が
ら
一
緒
に
学
ん
だ
。

　
地
域
の
防
犯
活
動
に
〝
若
い

力
〟
も
加
わ
っ
て
ほ
し
い
と
、

県
の
県
民
生
活
部
地
域
安
全
課

が
主
催
。
大
森
学
区
で
は
三
つ

の
自
主
防
犯
団
体
が
活
躍
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
連
続
講
座
・

体
験
編
の
会
場
の
一
カ
所
に
選

ば
れ
た
と
い
う
も
の
。

　
同
学
区
自
治
会
が
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
の
取
り
組
み
を
学
生

に
紹
介
し
た
ほ
か
、
守
山
署
員

は
補
助
錠
な
ど
防
犯
グ
ッ
ズ
の

種
類
や
使
い
方
を
説
明
。
質
疑

応
答
も
あ
り
、
「
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
は
定
期
・
不
定
期
ど
ち
ら

が
有
効
か
」
と
い
っ
た
や
り
取

り
も
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
用
意
し
た
車
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
防
止
ね
じ

交
換
作
業
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
周
辺
を
歩
く
パ
ト
ロ

ー
ル
体
験
も
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
ス
ク
ー
ル
に
は
、
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
際
に
行

っ
て
い
る
東
海
学
園
大
学
を
は

じ
め
、
県
内
の
学
生
が
参
加
。

同
学
区
自
治
会
の
寺
田
浩
会
長

は
「
若
い
人
が
（
防
犯
活
動

に
）
加
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
あ
り

が
た
い
。
今
後
は
地
元
の
高
校

や
大
学
と
も
交
流
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

〔１〕 ２０１６年（平成２８年）１０月８日（土曜日） 第２・第４土曜日発行 第６８１号

                     

                     

                     

                     


